


創刊にあたって

　「なんでこんなもんを作ってしまったのか？」、「この人には羞恥心というものは存在しない

のだろうか？」、「作って何の意味があるのか？（いや、確実に何の意味もないだろう）」、

等々、今その手にこの紙っぺらを手に取られた皆さんは様々な「嫌なカンジ」を伴う疑問が湧き

あがっていている事でしょう。まぁ、そうやって湧きあがってきた疑問の全てが、まったくもっ

て妥当な疑問、感情なんだろうなぁ、と僕も思います。今この序文を書いている僕の胸の内にも

、そのような疑問が次々と湧きあがってくるからです。

　なんでこんなもんを作ってしまったのか？その理由、弁明をこれから少し書き、それを序文と

したいと思う。

　僕は今、大学院修士課程の一年生としてこれから来る就職活動の時期に向けて日々準備をして

いる。どんな準備をしているのか？というと、「自分はいったい何がしたいのか？」について考

えている。二三歳にもなって働きもせずにぐずぐずとそんな事を考えている時点で情けないこと

極まりないのだが、まぁ今はそれは置いておいて話を進める。

　「シュウカツ」の一環としてそんな事を考えるうちに、「うーん、新聞記者なんてのも中々悪

くないんじゃないかな」と思うに至り、早速新聞をとって読むようになった。読んでみるとだね

、なるほど確かに役には立ちそうなんだが、いかんせん堅苦しい感じがして、読んでいて疲れる

。ふと、「同じ事を僕が（自由に）書いてみたらどうなるだろう？」と思いついた。じゃあ、実

際にやってみよう！と思ってこんなモノを作ってしまった。というのがこれを作ってしまった

理由、弁明。

　上記の通り、大した考えもなく書き始めたので、「この紙面をこうしていこう。」みたいな方

向性はまだ何も決まっていません。だから、とりあえず今回は適当に昔書いたものを貼付けてみ

ました。書きながら追い追い考えていきたいと思います。では、お楽しみくださいな。（２０１

１年１０月２４日）



２０１１年１０月２０日

このコーナーではその月に書いた日記を載せていきたいと思います。鈴木寛人が一カ月間、何を

して、何を考えたのか、分かると思います。今月は一日しか日記を書かなかったので、悪しか

らず。

・「２０１１年１０月２０日」

　このポメラを使って日記を認める（したためる）のは久しぶりだ。と、今文章を書いていて、

「したためる」を「認める」を書くのだと初めて知った。無知だなぁ、俺。まぁ、どうでもよい

。実のところ、ポメラで書く事というよりも日記を書く事自体（文章を書くこと自体）が久しぶ

りなのである。日々の雑事に追われ、じっくりと腰を据えてその日一日を振り返るという余裕が

なかった。自分自身にとってこれは大きな問題だと思う。文章を書かないでいると、思考が散漫

になってしまうように思う。

　今日は新聞が届いてなかったので、研究室に着いてからASAに電話しておいた。九時までに一
度自宅に戻り取ってきたい。それまでに届いているとよいのだが。

　今日朝早く研究室に居るのは、ユーカリの写真撮影をするためであったが、カメラのレンズが

おかしいのか上手くピントが合わなかった。せっかく来たのに散々である。その撮影の為に温室

に向かう途中、急に激しい便意を催し一目散に便所に向かい排便したところ、出血が見受けられ

たことも記しておこう。ショックだった。

・エピローグ

　その後、病院に行き、結局大腸内視鏡検査をさせられることになった。なんでも、前日には支

給された病院食みたいなやつしか食べられず、当日は朝五時に起きて大量の下剤を飲まなければ

ならない「すごく大変な」検査らしい。経験のある研究室の先生から散々脅かされ、憂鬱。１０

月３１日決行予定。（１０月２４日）



追悼　団鬼六先生

このコーナーでは、僕がその月に書いた散文、雑文を載せていきます。今月は書かなかったので

、適当に半年前に書いたものを貼り付けました。

・「追悼　団鬼六先生」

　団鬼六先生が亡くなったそうだ。

先生、とか呼べる程彼の本を読んでいたわけではない。四冊くらいかな。

　元祖SM、官能小説の雄、最後の無頼派、色々な称号があったけど、とにかく彼の小説は凄か
った。身震いするほどに勃起した。社会規範とは正反対の所にある、人間の感情、背徳の喜び

とか、そういった一見悪と捉えられてもおかしくないような部分を彼は書き、光を当てた。

　彼の作品は一級品の文学である、なんて言う風に凄い作家の人たちも認めていたけど、それと

同時に非常に純度の高いエンターテイメントだったって事も忘れてはいけないと思う。

　あんなにヌケるエロ小説はまたとない。心よりご冥福をお祈りいたします。（２０１１年５月

８日）

・「付記」

その後、幻冬舎アウトロー文庫では、団先生の本には「追悼」の旨が書かれた帯が付けられるよ

うになった。さすが幻冬舎、と思いました。（２０１１年１０月２４日）



乳房考

・「乳房考」

「差別」を撮るAV監督がいる。最近ハマっているAV監督なのだが、今日は彼を紹介するためにこ
の日記を書いたのだ。

彼の名は「バクシーシ山下」という。Wikiってもらえれば山下監督の経歴はすぐに分かると思う
んだけど、かいつまんで説明するかな。彼は処女監督作品でレイプもののAVを撮影したんだけど
、それがあまりにもリアル過ぎてフェミニスト系の団体から抗議されたり、外国人の小人を出演

させて発禁になったり、美容整形手術（脂肪吸引）で使用された脂肪を使ってラーメンを作って

男優に食わせたり（確かこれも発禁）と、カルト的な伝説を数多く残している監督だ。

　余談だが、フェミニストに抗議された一連の事件は、（僕の好きな作家の一人である）桐野夏

生の小説「天使に見捨てられた夜」の題材になっている（公表はされていないと思うけど、明ら

かにそうだから、そう書いてもいいだろうと思う）。ちなみに小説は女性寄りの視点で描かれて

いたが、桐野さんは女性だし、まあそれはいたしかたないのかもしれない。

　このレイプもののAVは、というか彼の作品はほとんど、市場に出回っていないので（廃盤）、
ネットで探してもビデオで2万とかとんでもない値が付いている。その為、僕もいまだにこの作品
や問題になった数々の作品を見る事は出来ていない。

　しかしながら、彼の作品の何本かは僕でも何とか変えるような値段で出回っていたので買いそ

ろえた。山下監督の作品はよく「男優を撮るAV」だとか、それゆえに「抜けないAV」だとか言わ
れる。まあ、確かにその通りなのだが、非常に面白い事は確かだ。

　ここからはいよいよこの日記の題名に関わってくる事を書いていく。僕が買った山下監督作品

の中に非常に興味深い女優が出てきた。インテリで心理カウンセラーの風俗嬢のおばさん、とい

う女優で、それだけでインパクト十分なのだが、この女優、明らかに拒食症で体がガリガリ、シ

ワシワだった。その化け物の様な女のカラミは非常におぞましい光景だった。もちろん抜けるは

ずもなかったが、ここで僕が注目したのはその映像のレア度というか、記録としての価値だ。普

通AVではこんな異常な女は出てこないし、もちろんそれ以外の映像媒体でもこの種の女が性交し
ている映像なんて撮れるはずはないだろうと思う。そういう意味で、この映像は非常に貴重なも

のなのだと思う。

　女の人はもしかしたら銭湯とかで拒食症の女の体を見た事があるかもしれないが、乳房が極端

にシワシワなのだ、まるでおばあちゃんのそれの様に。その女の年齢は２９と表記されていた。

AVの年齢表記だから多少の誤差はあるかもしれないが、それにしてもその女の身体は極端に（実
年齢と比して）加齢が進んでいた。

　この事から何が言いたいのか、まとめに入る。

　一般的によく、女性はダイエットをする（もしくはする必要があると常に認識している）。

ファッション誌のモデルのようにスリムな方が美しい、そうなりたいとある種脅迫観念のようそ

うに感じている。そういう傾向があるのは確かだろうと思う。女性にとって太っている事はほぼ

間違いなくコンプレックスになる。健康な体型の女性までもが「私は太っている」と感じてる。



　はっきり言っておこうと思う。これは非常に危険な傾向だ。

　過度なダイエットとリバウンドの繰り返しは健康に良くないのは言うまでもない事だが、「美

しくなりたい」と思ってしたダイエットのせいで、本来持っている美しささえも失うことになる

。

　見たわけではないけれど、モデルのようにスリムな女が、みんなオバアサンみたいなシワシ

ワオッパイなのではないかと思えてしまう。恐ろしいし、悲しくもある。本来痩せている女はそ

うではないのだろうが、流行に敏感なファッションジャーナリズムに踊らされているオシャレ女

に関して言えば、シワ乳の比率はかなり高いだろうと思われる。実際、ギャルものやナンパもの

のAVで細身の女はシワ乳の傾向がある様に思われる。杞憂であって欲しい。この文章をここまで
読んでくれた稀有な女の人がいたならば、実際の所どうなのか、意見をくださると嬉しい。向学

心というヤツが疼くのである。

　オッパイ。それは持主である女性のものである事は確かであるのだが、男にとってオッパイ

は「美」そのものであり、無垢なる耽美・崇拝の対象であり、また「母」でもある。その事を女

性の皆さんにも、心の片隅にでもいいから、憶えておいてほしいと思う。

　僕らの美の原点、僕らの憧れ、そのオッパイが今、痩身至上主義という下衆で空虚なファッシ

ョンジャーナリズムによって悪戯に傷つけられていると思うと、僕は一人の「男」として非常に

哀しくてならない。



読了リスト　感想文

　このコーナーではその月に読んだ本の書名と簡単な感想を書いていきます。特に印象深かった

ものに関しては「エッセイ」にて長文で感想文にしようかなあ。ちなみに今月は殆ど本を読ま

なかったので、地味に先月のも載せました。

・阿部和重『シンセミアⅠ』

　長い。この本は全四巻なんだが、登場人文が多くて、何度も中断しながら読んでたから話の筋

が分からなくなった。こういう長編はじっくりと腰を据えてよまないとだめだな。

・臼井敏男『部落差別を超えて』

　古典的かつ、ナイーブな問題なだけに、気軽には感想を述べかねる。が、本の内容としてはあ

まり面白くはなかった。こういう本はテーマに対してエグイ位に切り込んでる感が欲しい。元朝

日新聞の記者が書いた本。その点、森達也とかはすごい。

・クーロン黒沢『裏アジア紀行』

　アングラ系。九十年代初頭に二十代前半の若者だった人達の中にこういう感じの破滅志向の層

がある気がする。麻薬とか大好きで「人生？どーでもいいやー。」みたいな感じの、中島らもを

小ぶりにした様な人達。バブルの流れに乗れなかったとか、そういうのが関係ありそう。

・筒井康隆『私のグランパ』

　筒井先生のお話系ジュブナイル。面白かった。じいちゃんの人物描写が全てみたいな小説なん

だけど、「粋」な感じがすごく良かった。



編集後記

ふぅ、しんどかった。紙っぺら一枚だと思って舐めてかかったら大変な目にあったよ。数時間で

作ろうとするような代物ではなかった。一か月、じっくり、コツコツ、そうやって作っていかな

いとまともなものは作れないな。これがやってみてまず第一に思ったことだね。改訂版を作るか

、来月頑張るかは後で決めるとして、何だろうな、こうやって文章をかき集めてまとめる作業っ

て結構面白いのね。これでいろんな人の書いたものが集まるとなればなおさらだろうな。まあ

次回、お楽しみに。

 
—２０１１年１０月２４日発刊—
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